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たトピックスが経営学的論考の中心となる（Burgelman and Sayles, 1986; Klein, 1985)。
社内での技術分担や受け渡しといった広い意味においては、技術シーズ発見・発明偏重の
アメリカが、技術のニーズへの適合化や量産化を厭わない日本に主導権を奪われたといっ
た反省など（Dertouzos, Lester & Solow, 1989）が、活発に議論された時期でもある。こ
の頃から既に、研究所は企業内に置き、先行者利益の獲得による経営への貢献を目指す、
という理想についての見直しが始まっていたと考えてよいだろう。 






（Burgelman and Sayles, 1986）、リニアモデルと連鎖モデル（Klein, 1985）、米国と日本













































                                                  














































 4.2 CTO（Chief Technology Officer）の定義・役割 
企業ごとの特性バラツキを斟酌する必要はあるものの、本事例が示唆するものは、CTO
の定義や役割記述でもあるかもしれない。第一世代の本部長による、属人的、トップダウ
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